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Japanese Quasi-Zenith Satellite System (QZSS) is a launch schedule in 2008 fiscal year. QZSS has the 
supplementation function of GPS and it has telecommunication and moves in the vicinity of the zenith of 

Japan. Therefore, the train position detection system using QZSS and GPS has the possibility to have the 

same detection degree of accuracy as a past track circuit. 

This report is the experiment of the train position detection accuracy. The one GPS satellite in the vicinity 

of the zenith was imitated to QZSS, and this accuracy was verified in the railway route in the high・speed 

running part and the city part. 
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1.はじめに

平成15年度の実験では、平成20年度打ち上げr定であ

る準天頂衛星システムを擬似衛星で模擬し、自動車およ

び路面電車を使用して測位精度の確認試験を行い、その

結果について、昨年この場を偕りて報告した。 (I) 

平成16年度の研究では、実際に導入して利用されると

想定される猿境においての地上高速走行 (80~130km/h

程度）測位実験を行うことにより、測位データを入手し、

また都市部に測位環坑においてのマルチパス影響実態を

調査することにより、衛星システムの鉄道利用に関して

さらなる検討を進めている。 (2) 

本稿では、その実験結果および結果に関しての考察を

述べる。

2.鉄道車両を使用した高速走行実験概要

2. 1 平地部での高速走行測位精度確認実験

2. 1. 1実験概要

直線区間が長く、平地部にある路線を選定して走行実

験を行った。本実験の目的は、衛星測位における良環悦

での高速移動体の測位精度検証である。そのため、衛星

配岡の良い時間を選び、仰角が大きく取れる平地で数km

の直線区間がある路線を選択した。

実験内容は以下の通りである。

①地上を高速走行する移動局（＝鉄道車lIhi)による測

位データの入手（直線部80km/h走行XI、120km/h走行X

3の4往復を2日間で計8往復）

②仰角70゚ 以上に位硲する衛星を準天頂模擬とし、そ

の有無による測位精度への影響をシミュレーションによ

り評価する。

図 1に実験状況を示す。 GPS受信機として単独測位用2

種類、ネットワーク測位用 1種類のf:11・3種類を使用してい

る。また走行中の周囲状況を把握するため、走行実験時

には卓両の先頭および後部にピデオカメラを設骰して録

画を行った。なお今同の実験では正確な測位データを得

るため、実験の前準備としてリファレンス用の測試を地

上踏切部8箇所および軌陸車走行によ り行っている。
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図J 実験状況

-133-



2. 1. 2実験結果

実験前の事前準備として入手したリファレンスデータ

を真値とした場合、測位娯差個については取得データよ

り抽出中 した結果最大で4.27m、最小0.OOm、平均0.68m 

の値が得られた。受信アンテナを複数搭載しているので、

アンテナ自体の特性により多少の違いはあるものの、お

おむね測位娯差lm以内に収まっているといえるデータが

入手できたと言える。 測位率としては平均して90闘前後

であった。

測定不nlの区問および測位誤差が大きな地点を、車上

ピデオカメラで撮影した動画と地図により照会して確認

したところ、ほぽ鉄塔 ・陸橋 ・歩道橋や架線の合流部等

GPSアンテナの受信に影響があると思われる構造物が存

在する地点であることが判明した。

2. 2 都市部での高速走行時マルチバス影響確認実験

2. 2. 1実験概要

GPS衛塁測位における自然的な訊差要因の•つである

マルチパスによる影響は、 地上側機器およびソフトウェ

アにより低減できる 可能性があるので、今年度はまず都

市部における高速走行時のマルチパスの実態を把握する

ために、走行実験を行うこととした。実験内容は以下の

通りである。

①地上を嵩速走行する移動局（＝鉄道車両）による測

位データの入手

マルチバスの影響を多く観測するためには、 構造物が

多い市街地が望ましいため、市街地を走行する路線を選

択した。実験機器の構成は2.I項と ldl等である。図 2に

実験探境を示す。

2. 2. 2実験結果

実験結果の •例を図 3 に示す。 今同の実験でも同様に、

地図と走行風尿のピデオ撮影により受信阻害原因を推定

し、図中に注釈を入れている。また衛星配置等の良環境

条件は考應外だったが、測位率は平均85％程度となった。
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図2 実験探境
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図3 実験結果例

3.おわりに

以上、鉄道車両を利用した衛星測位実験の内容につい

て述べた。今同の実験で、 f'想通り環境さえ整えれば地

上高速走行時でも問題なく 低速走行時と遜色ない測位精

度が確保できることが確認でき、鉄道における安全管理

に最低限必要であると考えられる測位娯差Im未満につい

ても、2.I項で述べた実験の範囲内ではほぽ達成された

と言える。

しかしながら、測位不 nJ地点および測位阻害地点の扱

いやマルチバスの影響等、解決すべき問頌はまだまだ残

っているのが現状である。それら諸問題に対応するため

には、正確な現況の把梶および対策の検討が急務である。

今年度の測位実験ではそれらの他にマルチバス対策を行

って収集したデータにより 、測位精度liiJ上を目指すこと、

さらに衛星測位データを利用した鉄道信号システムの試

作開発を目的と している。

最後に、実験にご協力頂きました北海道旅客鉄道

株式会社、および関係各位に厚く 御礼申し上げま

す。
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